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○氏名   :浅田 剛 

○会員番号:PE-0289 

○専門分野:Mechanical  

〇保有資格:PE Michigan 州,  

機械設計技術者試験１級 

 

 

初めまして、浅田と申します。技術者として現状に満足すること

なく、日々努力し前進しようとする諸先輩方を見て PE 受験を

決意し、無事 Michigan 州で登録することができました。本体

験記が、PE 登録を目指す方々のお役に立てれば幸いです。 

 

 

 

１．Michigan 州を選んだ理由  

  

① 私の先輩が Michigan 州で PE を登録していて、実績があること。 

② 私が Michigan 州に駐在員として赴任していたので、SSN を持っていたこと。 

③ 申請の際に、ほとんどの州で要求されている 5 名の Reference が不要であること。 

 

２．Michigan 州で登録するための要件   

   

下記の 3 つの条件が揃って初めて、Michigan 州に申請することができます。   

 

① Education: Credential Evaluation、いわゆる出身大学のシラバス評価を NCEES 等に実施しもら

い、評価対象となる 128 単位を認定される必要があります。 

② Experience: 8 年間の実務経験が必要となります。(教育の期間を、最大 5 年間カウントすることがで

きます)ただし、実務経験の期間を証明する必要はなく、自己宣言となります。  

③ Examination: 当たり前ですが、PE 試験に合格する必要があります。  

 

３．シラバス評価について   

   

私は PE を登録してから JSPE に入会しましたので、シラバス評価は手探りの状態で行いました。 

  

① シラバス評価は、他の会社を知らないので、NCEES で評価を実施してもらうことにしました。  

② NCEES の Web site に「must be completed by a certified translation service.」と記載さ
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れているので、米国翻訳者協会の有資格者のサインをいただける翻訳会社を頼ることにしました。  

③ シラバスの全文翻訳は相当コストがかかることから、自分でシラバスを翻訳し、翻訳会社にプルーフリード

してもらうことにしました。  

④ シラバスの形式は各大学様々と思いますが、 NCEES にサンプルが載っているので、そのサンプルに基

づいた形式で翻訳しました。  

⑤ 翻訳会社のプルーフリードが終わり、シラバス評価の書類を出身大学に送ります。（翻訳、プルーフリー

ド、出身大学に送付後ミスが見つかれば再度送付等、2～4 ヶ月かかります）  

⑥ 出身大学から、NCEES の資格評価に必要な書類一式を NCEES に送ってもらいます。  

⑦ 上記書類が NCEES に到着すると、MyNCEES のダッシュボードから資格評価を購入出来るように

なりますので、購入します。  

⑧ 1 週間程で評価が完了します。  

⑨ 上記評価が PE に要求される工学教育基準を満たしていれば、シラバス評価は完了です。  

   

４．登録手続き   

   

① 新規申請者は、Michigan 州が提供しているオンラインサービス(MyLicense)から申請する必要があ

るのですが、残念ながら機能していません。従いまして、Michigan 州に都度問い合わせる 必要があり

ます。  

② 申請書は 3 ページで構成されています。  

   

a) 1 ページ目は、氏名、住所、ライセンスの種類を記入、選択します。ライセンスの種類はもちろん、

Professional Engineer New Application となります。 

b) 2 ページ目は、追加で必要な書類が記載されたページです。その書類が問題なければ、署名し

ます。 

c) 3 ページ目は、実務経験年数を記入し、上司（私はアメリカ人の上司）のサインを記入しても

らいます。 

   

③ 申請書と申請費用の$75 のチェックを同封して、Michigan 州に送付します。  

④ 申請書に不備がなければ、およそ 1 ヶ月程で PE のライセンスが送付されます。  

 

５．最後に 

 

思い返せば学生時代に FE 試験に合格し、そこから PE 登録まで 15 年もの年月がかかりました。今思え

ば、FE 試験に合格したときに JSPE に入会していれば、もっと早く PE 登録できていたかもしれません。ただ、

ひとつ言えることは、自分自身が行動を起こせば PE 登録はそこまで難しくないということです。 

 

この体験記を読んで、PE 登録を目指す方々が増えることを祈りまして、終わりにいたします。 

以 上 


